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◇
参

加
者

：
川

島
 

功
、

橋
本

 
梓

、
山

上
皓

一
郎

、
生

熊
敏

男
、

 

山
口

泰
宏

。
当

番
外

応
援

者
；
青

木
宏

充
、
塩

川
真

武
。
７

名
。

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

午
前

中
、
川

島
、
橋

本
両

氏
は

旧
逓

信
道

の
補

修
に

当
た

る
。
生

熊
氏

は
、

「
役

行
者

像
」

開
眼

供
養

に
出

仕
の

聖
護

院
一

行
が

、
使

用
す

る
椅

子
用

の

丸
太

切
り

作
業

を
す

る
。

 

昼
食

後
、

川
島

、
橋

本
両

氏
は

行
仙

宿
補

給
道

沿
い

( 登
山

口
) の

湧
き

水

水
場

へ
の

水
汲

み
に

向
か

う
。

 

香
芝

市
を

８
時

３
０

分
に

出
発

し
、

補
給

路
登

山
口

に
１

１
時

３
０

分
に

到
着

し
た

山
口

は
、

一
人

で
登

山
口

付
近

に
て

弁
当

を
食

べ
終

え
、

登
っ

て

行
く

と
、

鉄
塔

付
近

で
水

汲
み

に
下

り
て

き
た

両
氏

と
す

れ
違

う
。

山
口

は

１
２

時
５

０
分

に
行

仙
宿

に
到

着
し

、
生

熊
氏

の
丸

太
椅

子
づ

く
り

を
手

伝

う
。

 

水
汲

み
を

終
え

戻
っ

た
川

島
、

橋
本

両
氏

は
、

１
４

時
頃

に
下

山
す

る
。

生
熊

、
山

口
が

、
椅

子
づ

く
り

用
の

丸
太

を
チ

ェ
ン

ソ
ー

で
切

っ
て

い
る

 

と
連

休
中

の
宿

当
番

予
定

に
な

か
っ

た
青

木
さ

ん
が

１
４

時
半

前
に

突
然

現
れ

作
業

を
手

伝
っ

て
く

れ
る

。
 

チ
ェ

ン
ソ

ー
の

調
子

が
朝

か
ら

悪
く

思
う

よ
う

に
作

業
が

は
か

ど
ら

な

い
中

、
何

と
か

７
個

の
椅

子
を

完
成

さ
せ

る
。

 

塩
川

君
も

１
５

時
頃

に
行

仙
宿

に
到

着
。

聞
く

と
こ

ろ
に

よ
る

と
、

玉
置

神
社

を
出

発
し

、
連

休
に

吉
野

ま
で

行
く

と
の

こ
と

で
、

今
日

は
行

仙
宿

に

宿
泊

す
る

と
の

こ
と

。
 

夕
食

は
、
野

菜
の

天
ぷ

ら
を

主
に

管
理

棟
で

山
上

、
生

熊
、
山

口
、
青

木
、

塩
川

で
い

た
だ

く
。

 

当
日

の
来

宿
者

は
、

６
名

( 男
性

の
み

）
。

 

尚
、

１
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時
３

０
分

頃
、

玉
置

神
社

に
向

か
っ

て
登

山
し

て
い

る
大

阪
か

ら
来

ら
れ

た
女

性
が

行
仙

宿
に

立
ち

寄
ら

れ
た

の
で

コ
ー

ヒ
ー

を
提

供
し

た
。
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加
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山

上
皓

一
郎

、
生

熊
敏

男
、

山
口

泰
宏

、
塩

川
真

武
。

４
名
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前
日

宿
泊

さ
れ

た
６

名
の

来
宿

者
は

、
４

時
か

ら
４

時
３

０
分

頃
の

間
に

出
発

さ
れ

た
。

 

青
木

さ
ん

は
、

午
後

か
ら

仕
事

が
あ

る
と

の
こ

と
で

、
６

時
過

ぎ
に

行
仙

宿
を

下
山

。
 

８
時

過
ぎ

に
、

山
上

さ
ん

に
昨

夜
の

食
器

等
の

片
づ

け
を

お
願

い
し

、
生

熊
、

山
口

、
塩

川
は

、
補

給
路

登
山

口
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水
場

の
水

汲
み

に
向

か
う
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後

、
山

上
、
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川
、
生

熊
氏

は
、
宿

舎
の

毛
布

棚
の

毛
布

が

乱
れ

て
い

た
の

で
、
全

部
出

し
て

綺
麗

に
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た
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直
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て
も

ら
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、
山
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は
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に
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 こ
の

間
も

数
名

の
登

山
者

が
行

仙
宿

に
来

ら
れ

た
が

、
先

を
急

い
で

い
る

と
の

こ
と

で
、

そ
の

ま
ま

休
ま

ず
に

通
過

さ
れ

た
。
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１
０

時
過

ぎ
に

、
現

在
横
浜

で
勤
務

し
て

い
る

が
、

連
休

で
三
重

の
実
家

に
帰
省

し
た

の
で
奥
駈

道
に
挑
戦

し
て

い
る

と
、

行
仙

宿
に

立
ち

寄
ら

れ
た

方
に

コ
ー

ヒ
ー

を
提

供
し

た
。

ま
た

、
１

１
時

１
０

分
頃

、
玉

置
神

社
に

向

か
っ

て
登

山
し

て
い

る
名
古
屋

か
ら

来
ら

れ
た
方

が
、

行
仙

宿
入

口
で

休
ん

で
お

ら
れ

た
の

で
、
声

を
か

け
昼

食
を

一
緒

に
取

る
。

 

野
菜
炒
め

、
め
ざ

し
等

を
提

供
し

た
と

こ
ろ

、
４

日
程
イ

ン
ス
タ

ン
ト

の

食
事
ば

か
り

で
久

し
振

り
に

野
菜

も
た

く
さ

ん
取

れ
た

と
喜

ん
で

お
ら

れ
た

。

昼
食

後
、

１
１

時
５

０
分

に
玉

置
方
面

へ
出

発
さ

れ
た

。
 

塩
川

君
も

１
１

時
５

５
分

に
出

発
さ

れ
た

。
塩

川
君

に
は

、
先

を
急

ぐ
の

に
朝

か
ら

昼
食

後
ま

で
色
々

と
お

手
伝

い
を

し
て

い
た

だ
き

、
あ

り
が

と
う

ご
ざ

い
ま

し
た

。
今

日
は
持
経

宿
に

泊
ま

る
と

の
こ

と
。

吉
野

ま
で
無

事
に

登
山

で
き

る
よ

う
に

と
見
送

っ
た

。
 

山
上

、
生

熊
、

山
口

は
、

昼
食

後
の

片
づ

け
と

宿
内

を
見

回
り

と
宿
内

の

掃
除

等
を

し
て

、
１

２
時

５
０

分
に

行
仙

宿
を

出
発

し
、

補
給

路
登

山
口

に

１
３

時
３

６
分

到
着

し
た

。
 

５
月

１
７

日
に

行
仙

宿
・

行
者
堂

で
執

り
行
わ

れ
る

「
役

行
者

像
」

修
復

開
眼

供
養

の
場

で
再
会

す
る

こ
と

を
約
束

し
て
解
散

。
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